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論文内容要旨
 わが国の死亡原因の推移をみると,近年の診断・治療の進歩とともに,感染症・新生児疾患な
 どが減少したので,胃癌を代表とする悪性新生物による死亡は,脳卒中死に次いで第二位になっ
 ている。しかし,胃癌の原因は未だ解明されておらず,胃癌死の減少を計るためには,早期発見,
 早期手術域外にない。殊に,早期発見には,積極的に大衆の中に入りこんで,無自覚者または,
 無症状者の中から早期胃癌を発見する胃集団検診が最も効果を挙げているが,胃集団検診の方法,
 処理などにおいて,一定の形式,完壁な方策が決定づけられてはいない。
 山形県では,昭和39年に成人病予防協会が開設され,昭和47年度には,胃集検車5台で,
 年間約64,000名の胃一次検診を実施してはいるが,昭和42年には,山形県立成人病センタ
 が,県立中央病院に付置され,.予防協会の行なう胃一次集団検診の技術面の指導,援助の役割を
 担っている。しかし,その役割の責任遂行上,自ら施設集検を実施する必要があるので,昭和
 42年から48年に至るまで,山形市とその近郊の職域職員約3,000名を対象として,一次及
 び二次の胃集団検診を実施している。
 先ず,一・次検診の効果をあげるために造影剤の質,量,濃度を検討し,また,良好な二重造影
 像を得るために気体送人法を検討し,また,間接フィルムの撮影枚数,撮影体位も研究し,また
 一方・経費・手間・時間能率など細部に配慮する必要がある。
 著者はそれらについて検討し,次のように結果を得ている。
 (1)造影剤については,10種類のバリウム製剤が市販されているが,著者らの造影剤が最も
 良い成績を得た。すなわち,酸などと疑集しにく、,サラサラとして,附着力,流動性に富むも
 のがよい。硫酸バリウムの濃度としては,80,90,100W/Vのものを比較検討した結果
 90W/V程度のものを,250㏄用いるのが最も適当である。胃集検の間接レントゲン写真で
 良好な二重造影像を得られるための気体送人法としては,経費,手間,時間の問題からいって,
 胃ゾンデや発泡剤の代りに,吸口にビニールチューブの付いた特別のバリウム客器を用いるのが
 効果的である。
 (2)胃集検の間接撮影については,従来の立体正面,腹立,背位,立位第一斜位の4枚では不
 十分で,そのほかに,粘膜像1～2枚,あるいは,頭低位背位第一斜位,背位第一斜位,半立位
 第二斜位のうち1～2枚を加えた6～8枚どりが適当である。見直し診断により読影上有効だっ
 た撮影像は,充満像が第一で,充満像と粘膜像の併用がこれに次ぎ,粘膜像だけ有効だったのは
 少ない。したがって,粘膜像を加えるとしても,腹位1枚で十分である。また,読影の場合には
 消化器病専門医が,2名以上複数読影をして,見落しを防ぐ必要がある。
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 (31昭和42年から47年までの6年間,毎年1回,約3,000、名を検診した成績は次中とお
 りである。一次検診の受診率は平均79.7%,要精検率の平均は25.1%,精検受診率の平均は
 80,8%,有所見者の平均は28.0%である。発見疾患の主なものは,胃癌20名,胃潰瘍
 435名,十二指腸漬瘍138名,胃ポリープ49名,びらん性胃炎156名である。胃癌20
 名中,解4名,s吻9例,p配2例,ss1例,s4例で,早期胃癌は13例65%である。ま
 た,20例中10例は無症状である。間接フィルム読影上,特に注意を要するのは,胃前庭部前
 壁,体部大竃,噴門部である。5年継続受診した者は,5,987名中の6.3%,4年受診者は
 9,3%,3年受診者は15.4%で,3年以上継続受診者は31,0%である。それで,昭和47年
 度から登録制を採用したところ,登録者の受診率は85.8%となり,平均受診率を6%上廻って
 いる。著者らは昭和46年9月,日本で初めて胃内視鏡検診車を開発し,内視鏡検査の専門医2
 名が搭乗し,年間約2,200名の内視鏡検診を行った。
 i4)山形県立成人病センター並びに県立中央病院においで,.昭和42年1月から,昭和45
 年12月までの間に入院手術した胃癌410名について検討した成績は次のとおりである。
 集検胃癌は103名,非集検胃癌(外来,紹介胃癌)は307名で,集検胃癌では,早期胃癌
 が多く,切除不能癌が非常に少なく,また,無症状が多かった。しかも,集検胃癌では,非集検
 胃癌よりも,隆起型胃癌を発見する率が高く,しかも,隆起・陥凹両型で早期胃癌の状態で発
 見することが多い。集検胃癌のピークは非集検胃癌のそれよりも約10年若い。無症状胃癌では
 有愁訴胃癌に比べて,隆起型がより高率にみられ,その組織型は乳頭腺管腺癌が多い。
 集検胃癌の予後は,非集検胃癌の予後より良好で,殊に深達度P規,SS癌での5年生存率が
 著しく高い。
 以上の研究成績から,胃の集団検診が模範的に,合理的に行われるなうば,胃癌対策上極めて
 効果的であると考えられる。
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 審査結果の要旨
 著者は昭和42年から48年に至るまで,山形市とその近郊の職域職員約3,000名を対象と
 して,'一次及び二次の胃集団検診を実施し,一次検診の効果をあげるために造影剤の質,量,濃
 度を検討し,また,良好な二重造影像を得るために気体送人法を検討し,また,間接フィルムの
 撮影枚数,撮影体位も研究し,次のように結果を得ている。
 1)造影剤については,10種類のバリウム製剤が市販されているが,著者らの造影剤が最も
 良い成績を得た。すなわち,90W/V程度のものを,250㏄用いるのが最も適当である。胃集
 検の間接レントゲン写真で良好な二重造影像を得られるための気体送人法としては,胃ゾンデや
 発泡剤の代りに,吸口にビニールチューブの付いた特別のバリウム容器を用いるのが効果的である。
 2)胃集検の間接撮影については,従来の4枚では不十分で,粘膜像1～2枚,あるいは,頭
 低位背位第一斜位,背位第一斜位,半立位第二斜位のうち1～2枚を加えた6～8枚どりが適当
 である・見直し診断により読影上有効だった撮影像は・充満像が第一で・充満像と粘膜像の併用
 がこれに次ぎ,粘膜像だけ有効だったあは少ない。
 3)昭和42年から47年までの6年間毎年1回,約3,000名を検診した成績では一次検診
 の受診率は平均79.7%,要精検率の平均は25.1%,精検受診率の平均は80.8%,有所見者
 の平均は28.0%である。発見疾患の主なものは,胃癌20例,胃潰瘍435例,十二指腸潰瘍
 138例・胃ポリープ49例で,胃癌20例中,悦'4例」s惚9例,p常2例,ss1例・s4例
 で・早期胃癌は13例65%である。また・20例中10例は無症状である。
 ・4)山形県立成人病センター並びに県立中央病院において・昭和42年1月から・昭和45年
 12月までの間に入院手術した胃癌410名について検討すると,集検胃癌は103名,非集検
 胃癌(外来,紹介胃癌)は307名で,集検胃癌では,早期胃癌が多く切除不能癌が非常に少な
 く,また,無症状が多かった。集検胃癌のピークは非集検胃癌のそれよりも約10年若く,無症
 状胃癌では有愁訴胃癌に比べて,隆起型がより高率にみられ,その組織型は乳頭腺管腺癌が多い。
 また集検胃癌の予後は,非集検胃癌の予後より良好で,殊に深達度p惚,ss癌での5年生存率が
 著しく高い。
 したが?て,本論文は学位を授与するに値するものと認める。
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